
田園園田田圃四〇日〇四日〇〇日
TH E U NiVERSITY OF AIZU MULTIMtDIA CENTER

酷購
（coNTENTSう

SPECiALMESSAGE FROM KATSURAO P2

「葛尾中」型iN環境、全国発信。
From MULTIMEDIA、ForMULTIMEDIA　－　　　　P4

リポート1マルチメディアとベンチャービジネスの現状
リポート2　インターネットは高度情報社会実現に向けてのワンステップ
AIZU UNiV MULTIMEDIA ESSAY一一　一　　　P6

情報社会への道程
WW HOMEPAGE　　　　－P6

中小企業請綴センター　福き県保健衛生協会　喜多方南　ネットサーファー南会津

MULTiMEDiAREPORT　　　一一　P8

ISDNユーザ」栴百聞の送受唐
MMiNFORMATlON Pll

研究l謝絶葦の柵iJ企業を募集中lI
MULTiMEDiACENTERSPECiAL／編集後記－－－　P12

会津大字写圏祭でマルチメディアセンター開館

録

．動〕／iLヂけ〝リアリティー

窮紋上映！楊認識摸経験を。
会津大学マルチメディアセンターの3D映像の

特徴は、前号でも紹介しましたが「バーチャル

リアリティ」（仮想現実）を体験できることです。

この3Dバーチャルリアリティ映像のフログラ

ムが本年4月より新しく変わりました。新作は、

マルチメディアセンターをまるごとCGにした

ものです。はじめに野口英世がお客様をお迎え

LCGの説明をします。マルチメディア技術に

より本物の野口英世か話しているように表現さ

れています。その後、センター内の扉を開けれ

ば、そこには仮想現実の世界が広がる仕組みに

なっています。下のCGもそのシーンの一部です。

このCGは、モーションギヤフチヤリンクシステ

ムにより、居合い抜きの名人の方の動きを実際

に取り込んだものです。また、恐竜のフタバス

ズキリュウに遭遇できる扉もあり、さまざまな

仮想現実の世界を楽しめるのです。

今回のフログラムの特徴は、マルチメディア

のいろいろな技術を紹介しており、これらの技

術が現実社会に応用できる可能性を持っている

ことです。無料ですのでぜひこ観覧下さい。

開館時間　9：00－17：00

休館日　土曜・日曜・祝祭日

＊11月2日±一3日日は会津大学学園祭に併せ

まして開館します。（AMlO：00－PM4：00）



鵜I到l写校は、回心搬iii系のIii失調に

位置し、周囲をiIi々て囲まれた小さなiii

柄こあI）ます　生徒数iOO名、教職員13

名のいわゆるへき地中相槌校です

このような小さな中辛校が全回廟こそ

の名を広めつつあるのは、ひとえにイン

ターネッi・の力といえます（もちろんそ

のインターネッi・の力をiI1人榔こ引き出

しているのは噛Iすii幸伐の先生方の日々

の労力でもあります，

噛IdlI芋的よ文部省・通産省の支援を

受けた「100校フロンェクト」の1校に

遭はれ、インターネット域境を手にしま

した　これを有効で川Iすることで、全国

に知られるよう（こなったのです＿　ネーム

へ－シのアクセスの半分以上が県外から

のものということです、

今回は、この日I♂Ii宰校のインターネ

ットのlrの組みを紹介していきます

（

ミ生徒の個性と魅力’′

自己成長を支援する
環瞬づくり ）

はじめに、勘訓I守校では次のような

大きなコンセフトを胸けていますi

S生徒一人ひとりの自己成長を助ける

インターネットの活用

1鷺誓詫言しての

2器霧警謂慧段と

3詰…霊；三業諸原

このコンセフトの霞i時としては、ネッ

トワークを宰謹厳境として位置つけ、陣

界に開かれたインターネットを効果i廟こ

活IiJすることによって、′I雄の「自己成

長」を丈施していこうというもので、こ

こでいう　rI’iJ成長」とは、自ら．．「，iJへよ

うとする厳欲を高め、宰ひ方を身につけ、

適切に表現し、コミュニケートする能力

を身につけることととらえているという

ことです

（地域型と。全国型と。
たとえば生徒の活動、
環瞬庁長官賞も。
これらのコンセフトに星つく真I刷りな
′）諏曳i川剃よ次のようなものです．

S葛尾村MAP

自分たちが生活する幽I郎寸の雁要や文

化を調持し成果をまとめることで、村の

文化に気つき、幽I跡十人としての誇りを

持っていこうと誓え、その成果をネーム

ページで発表しています。

！）到㍉度の「I開聞旅行」は韻境庁良子†

質を受lirしましだ，

○全国発芽マップ

100校フロンェクト担当者I町のメーリ

ングリストでの呼びかけがきっかけとな

って行われたフロンエクトです。金iiii

荊こカボチャや鮒の柵を購き、発芽の時

期や成上、の記録を交摸し、全国規極の交

流を楽しんでいます

○心のメーリングリスト

（いじめ問題の．，轟冶）

いじめをいじめられるOiiIの独i’iで紹介

し、いじめの残酷さ、深刻さを考える間

脳捉趣を行っています　ネームへ－ジを

見た方々から、いじめを受けた体験，，納・

萄せられ、いじめをii帯順二だえる材料

捉供となっています

（韓
技術情轍公開。
えは学校の取組み、
全国で注目する

！S生徒間・学校間メーリングノスト運営
′i朝潮）でのメールの練習や値搬交換の

場として、写年別、全校′i祝、教科別の

メーリングi）ストを相集しています　ま

た、外部からは′常上のメールアドレスを

両接見れないようにするた研こも、′半枚

i　メーリンクリストが活用されています

i sインターネット活用の実践資料の公開
1校向で行われた研究般業は指粗菓や事

後高値を合めて公開しています＿　インタ

1－ネットを活Ii仕だ天成記録は今後ます

上す求められることでしょう

○システム構築技術情報の公開

インターネットの増大及〔邦，印iJの経過

）をトピックとともに記録、公開していま

す　今後、システム楢籍の技術値鞘も否

めて充実させようとしています＿

（先進のMMワールド。

その本蹄を見極めた
コミュニケーション。

このように増Id中辛俄は、コンビュ一

夕の技術的な部分ではなく、コミュニケ
ーションをiIi心とした実践を多く行って

います＿　つまり、コンピュータの知識修

得よりも　一般ii会の鵠蛾の場としてのイ

ンターネッi・活用を重視していることが

よく分かります，

これはより、全国の多くの人の考え方

を聞き、また全i部こ対してもi’iJ部良し、

全ii、ゆ人と交流するというように、今ま

での小さなii団ふては経験できないインタ
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－ネットという大きな社会を生徒（こ経験

してもらい、i’iJ成長してもらいたいと

いうことなのでしょう　特に′ii彼全日（こ

アカウントを与え、生徒白身の買I壬にお

いてインターネットが体験できること

は、社会絡駿として非雄に惹i妹のあるこ

とだと思います′

とうしても技術的な部分がin緋されが

ちなコンビュ一夕の粧界で、歯I自iI宰校

の先生方は「インターネットと敦fiJ　と

いうものの本質をしっかりと見筋めて、

それを実戦しているといえます、

（讃
人のつながりが支える
りのシステム構築。
り受けの中古品で，

次に、この歯I甘i咋校でのコンヒュ一

夕の設置状況がとうなっているのかを紹

介します。

葦

職員寮をはじめ、行数率にも最低1台

はコンビュ一夕が置かれており、このす

へてのコンビュ一夕がネットワークにつ

ながっています。そのため、生徒もI’1分

の敦寮で日出に時子メールを送ったい、

読んだりできます　また、視聴覚寮には

約20台のコンヒュ一夕を設置し、放課

後は生徒たちがI’I川に使えるようになっ

ています、

このように、噛I到I宰俄の生徒はイン

ターネットを祝いたいi聞こいつでも使う

ことができ、また　▲I如こ多くの′l祝が利

IiJすることt，IiJ櫨なのです

このような環境により、幸枝で掲げた

大きなコンセフトを実般しようとしてい

ます（これだけの一一親溝をどのようにして

棚察し、細帯締理しているのかをうかが

ったところ、コンヒュ一夕等の機暮秋は

ほとんとが中ii品iとして企業や個人から

ゆすり受けたものだということです＿　先

生方はi’1分のものを持ち込んで撮ってい

るそうです

ネットワークの拙策と維持笛理の方

は、切回iI渡部先生をI申しにその知人た

ちの協力でなんとか間築しやっと維持し

ているということです　実際の配線作業

も生徒を含め自分たちの丁で行ったそう

ですiほとんとお金はかけなかったとい

うよI）、これだけの，1鮒IIO）榔籍には予算

が足i）ずTl年）の道しかなかったという

のが現状のようです

このネットワークを11ろのくこ幽I到Iの

先生方をはじめ鵬わった方々はかなりの

、iiir労をきれたようです（渡部先′l詑中心

とする歯居中の先生方とその協力者の熱

意と労力によりできあがったネットワー

クであり、コンヒュ一夕とは・見なじま

ないと思われる「人のつながり」に支え

られているネットワークなのです

（

葛尾型ケーススタディ。
ネットワークするのは
関係者の熱愚です∴ ）
このように、臼It川i宰俄は「インター

ネットと扱fi」というものに真剣に取り

乱み、実践していますn
「100校フロジェクト」によりインタ

ーネット回線を無蹄で硬える利点はある

ものの、それをさらに有効fii用していく

殿境を自ら作り上げ、′i親にしっかりと

遣元していくことは、なかなかできるこ

とではありません⊃「インターネットと

数日」のスタディケースとして非瑞に参

考になることでしょう。今後の幽I訓I幸

枝のさらなるインターネッl日，tIIJにも期

待します、，

）
いつのl」か

の学校をネット圏 ユニケートを！！
最後に、その他の写校がこの幽I由iI半

枚のようなインターネッ吊，朝iを孝える

場合、いくつかの問題点があると思われ

ます「

第1にiiii線です。鞠I到Iのように24

開聞輸iiの回線がない限り、生徒がi’川i

にインターネッI、を使える韻境は髄しい

です＿　予算的に大きなハックアッフがな

ければ実践はできないでしょうっ

第2に．，期毒です⊃　コンピュータ等の機

鵠親が充実していなけれは、　弓頭こ多く

の生徒が梗うことはできません　鰭I胡i

O）ように椴鵬をゆすり受けることは　一般

にはないことだと思います、

第3に維持筒理です。ネットワークの

約時筒型旧こは、再IiiJの技術者が必要にな

ります．∴芋髄の教剛に舗単にできるもの

ではありませんし、技術者を屈うにして

も、技術者∴リ＼あたりの間iuiはかなi）高

いのか斑状ですっ　人の同胞たけにもっと

も深刻な問題といえますし　噛I互ilではコ

ンピュータにlくけている渡部先生がい

て、ざらにその泌’．i晩生の知人の協力を

得ることでなんとか問題を騎決していま

すが、他の幸枝でもiiiICことを期待する

のはかなり難しいでしょう＿

このように、その他の幸枝がインター

ネットを活用することは、宰廠単位の彷

力たけでは実現は難しいといえます，組

織的なハックアッフが必要になると思い

ます　間胞は大きいと思いますが、少し

つつでも解決していってもらいたいもの

です　そして、いつかすべての幸枝がイ

ンターネットでつながれ、すへての生徒

が全ii時）人とコミュニケートできること

を期待します．

葛尾中学校

http：〝www．

katsurao－jhs，katsurao．

fukushima．jpl
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（株）ナデイスは、東京の兄弟会社ケン・テックの東北営業所的機
能をもって、約1年調、この会引旧こ設立した若いベンチャー企業

です。ゲン・テックの持っている楊礎技術（画像の屈筋、及び2D
→3D変換ソフト）をもとに、触i’Iのアプリケーションを開発・販

売しています。
「マルチメディア」－コンピュータ業界が言われているような、

これからの日本を支えていく力になるかどうかはまだわかりませ

ん。既存は、まだ　一都のコンピュータi則趣の会社や、撫わってい

る個人だけの小さなマーケットです。これが戦後のiI本経済を発

蹟させた、自動車、建、没、そして不動庵、金厳のようなビッグで

安定したものに成長するためには、まだまだクリアしなけれはな

らない問題がたくさんあります。特にマルチメディアのツールと

して、パソコンがもう・少踏み†Iiすためには＜特別な教育を受け

なくてもコミュニケートできる簡単な操作性＞そして＜誰もがこ

れは自分に必要な値髄だと感じるコンテンツ（向春・ソフト）の

充実＞が必要ななのではないでしょうか。竜，活のような操作作、

そしてテレビのような多様性が求められています。

今、世界中のメーカーが鍋を削っています。もし逆にコンピュ
ータが人を選別するような方向（ある特定の人しか使えないツー

ル）に進むとすれば、ビジネスとしてのこの業界の末葉はありま

せん。研究者・閥発者と企業・消質者が毘然とし、太宰や・部の

開発者がI面白い・使えると感じるものと、・鮫の人が本、印こ欲し
いものとのギャップがあまりにも大きいのか、今のこの業界の特

徴です。またある厳味では、まだ細していない火を刈り取ってな

んとか体裁を捕って料押し、お客的こ出しているようなものです。

例えば、私たちが最新の技術を朋仮し、l引iもかけてある場面

や動きをモニタ一口こ創りfl出たとしても、それが技術的に何も

知らない人が面白いと感じるかどうかは、仝然別の次元の問題な

のです。

コンピュータソフトの佗形のように言われるゲームソフトの業

界でも、本当に成功している・売れているソフトというのはほん

の少し、しかもヒット作となると教えるほどしかかありません。

そしてその教本のヒットソフトがゲーム業界全体をなんとか引っ

張っているのです。

どんな業界でも研究・開発と販売とがありますが、コンピュー

タ業界においてはまだそれがうまく分化していません∩　シリコン

バレーの成功の一話はよく耳にしますが、成功した数社の陰にはそ

の何十儲もの失敗した企業があります。

そして今、11本でも業界は混沌としていますィ、コンピュータ例

題のベンチャー企業のほとんどが独自の技術を持ちつつも、自分

たちの技術がこれからどのように優われているのか、また巾場が

若いだけに、業界での自分たちの技術の付帯riを正しくつかんで

（つかめない）いないのです。しかしもう少しすると、きっとその

中からこれからの日本を支えるような企業が出現すると櫛I言して
います。それは現状とは別次元に、h夢観　と病ロマゾ　という、人

が忘れかけているものがそこにあるからです。そしてその実現の

ために、一′i騒命努力する若者たちがいるからです。

そんな巾、払たちも本当の慮味での「確・写・宮」－必要とさ

れるものが必要としている人にきちんとわたるような開光一がで

きることを願ってこの県の施一波、マルチメディアセンターをお備

りしました。県困、I印肉でも有数の設備を備えたこの建物は、技

術開発のみならず、人がコンピュータ（こ関わることそのものの慮

味もi剛聞こ考えさせてくれるゆとりのある施設だと思います。

私たちは「マルチメディア」というものが、次回代の子供遇が

喜んで受け継いでくれる本物のツールとして成長することに貢献

したいと考えています。
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各種の値撒通信システムがあらゆる分野に欄築され、これらが

有機的にネットワーク化された社会が高度†i’i搬社会と言われてい

ます。この高庇値撤社会において、人々は、必要な個融を時と場

所を選ばずrIIIIに取り出して活用することが可能になると言われ

ています。

また、高度値撤社会の実現が、高齢化・国際化等の各郎挑脚こ

対応するための重要な手段の　つであり、高度値激化の推進は県

民生活の向上にとって必要不可欠なことと考えています。

現在は、高度値搬社会火脚こげ＝ナての過渡期であるとも言われ

ています。il6度値朝礼全逓戒のために必要不可欠な什欄処刑“個

轍通信技術の逓減は目覚ましく、その中においてマルチメディア

も爪要な　一つであり、高I史1回撤社会の実現を遊戯するために必要

な技術なのです。そして、これらマルチメディアなどの新たな技

術に対応した取り凱みが今後も必輿とされています。

袖調味では、平成7年からマルチメディア技術を各椰施策に反

映させるため、I宮部こマルチメディア研究会を，没蹄し、マルチメ

ディアに対する、調査研究を行っています。

また、今年8月Iilからは、WWW（W。ridWideWeb）上に

ホームページを開設し、戦かな11然や進庇する県甥等、細島の魅

力を全国・全世界の人々に知ってもらうため満潮推信を開始しま

した。

その主な向春は、袖蔦姓の自然や文化、座業、交通といった、

細島県の概要を写真やイラスト、グラフ等を多用し、わかりやす

く観介する「Wllat’S袖騰」、ふくしま新世紀プランやうつくしま

未来博、洋郁機能格的こ関する対応等、棚蔦の末米側こついて緋
介する「うつくしまの未来」、榔I劫基からの最新の値融をお知らせ

する「ポットラインニュース」、イベント付湖、観光地や物確聞の

削介、企業立地値瓶や、就職値轍等を紹介する「．ふるさと植樹」、

祇高根の囲季折々の風最や民動乱　人物、郷l二食の作り方等を観介

する「うつくしま、ふくしま物語」、摺機の蓮見を電子メールによ

り寄せていただく怨IIである「交流広場」で栖威されています。

インターネットは、マルチメディア技術を利Iiiした値域通信シ

ステムの・つであり、全世界にクモの刺状に振りめぐらされたグ

ローバルなネットワークです。また、県内各地域間の通撫・交流

を城化するネットワークとして各部分卯における利活用が期待さ

れています。

今後は、県全体としてインターネットの細面1峰との櫛こ促進

していくかが膿胸であり、そのためにも、いかに、県民の方々に

綜接な値糊をコンスタントにインターネットを通じて提供してい

くか、「仕組み」をつくることが重興だと考えています。

この様な、インターネットの普及促進は、、拘城l証l；に策定し、

URL

轍鮒排㌍、l減7硝こ改訂した榔掘高酬欄化難題根本・冊jの基本II標で　芋請f“…‾“’岬

ある「2世紀のふくしま新世代をひらく桐ネットワ‾ク0）㍗」能鴇漂嵩f・
と、高度値撒社会葉書拙こ向けてのワンステップと孝えています。

W。。，－，　一一●IIi＝lm 

一一十一一il 剪eき意インターかトンスナム・ ∴討 
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インターネットシステム運用開始式
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J闇紬会への道程

私のIil同分野はマルチメディア・ネットワーキングです　20

年持前からコンビュ一夕・ネットワークに興i妹を持ち．いつか

きっとネットワークの時代が来ると櫛信していました

天・、一年＼としての私の立場は1i掴締流通）、増筈を支える技術の教です

研究を通して人と地球にやさしい値親社会の到来にいささかで

もし●高沢することです　神ljノ技術も文化の　部ですから社会のと

のようか要求によって創造されIi厨）れるかに無i姑心ではいられ

ません　そこで私のi、iliI－」と人間．社会．ビジネスについて々え

てみます

最近のマルチメディア　インターネットにi購述する．謝皿のマ

スコミ脚部こ見られろ悲観論．悲観論あるいはニュービジネス

諭を読むにつけ時代をリートする言葉の重要性を改めて感じま

す　時代梢神をiI・同：した‥葉は，II時1なく使っているうちに

人々0）梢細くこllIiJして変iiIiIをもたちす思想．文化．技術を生む

可能個があります　披々はすでに値親社会へと続く値親化社会

で生活しています　値搬化社会か引i“一服社会への道f“1iは．かつ

てとのil封じこもあった天来に対する捗と不安をエネルギーに廉

吏の的中がIIIlったのとは違う、i用裾をii加代帯i潮Iを反映した．塩他

を具現化する新しい文明創造の追捕ではないかと私は培えま

す　いま、かつてないほと多くの人々が次の時代をi’iら創造す

ることをはじめています

マルチメディア　インターネットは値鞘とその流通を象徴的

（こ表わした目薬で確かにii封じを淑しく揺り動かしています　人

間が肉体としてのli根な存在であることを超越するための絶対

条（，iであるii郁IIと空間の制約から膜似I廟二間放される可能rI

が．人々を魅了し新しい文化やビジネスの創造に期待が高まっ

ています

経済紙、業界紙は勿論、　一般紙でもインターネットワーク（こ

まつわる記I廟）的成されていないIiはありません　週riJ，，擁）中

Iilり広Iiiにさえインターネットの文字を容ち在こ見つけられま

す　一朝，CI）雑読、コーナーを飾るインターネットi購山雑読の表紙

の可iやかな雰囲気は、ともすれは1｝Cに乗I）遮れ、今またイン

中小企業購報
センター
http：／／www．f－

OPen．0r．jp／

rF－OPEN」と名付けられ、

多くの企業がホームページ

をのせています。プロバイ

ダー情報のページもありま

す。

臆的ヨ聞

いま、かつてないほど多くの人々が
次の時代を自ら創造することをはじめている。
会津大学　コンピュータ理工学部
ハードウエア学科

コンピュータ通信学講座

肋搬斎藤栴郎

ダーネットにも乗り遮れそうになっている中i両年者にとって気

後れを感じ余り心地良い場所ではないでしょう　ましてやイン

ターネット・カフェなとにはi）として避雷るまいと思っているの

ではないでしょうか

値鞘社会が到来するI部こ、マルチメディアノ／インターネット

が生み出すさまざまな捉寮を‘）、緒宮こ休職LI’iら刷新することが

重要であり正しい理榊が締られる哨・の方法です

根本i軌こ人間は人間とコミュニケーションを通して触れ合い

たがっているのです　マルチメディア　インターネットは時間

と空間を超えて人の触れ合いをより豊か（こすることをIi指した

捜術です　そのため人間と値級の双方向で能動的なコミュニケ
ーションと†i●I鞘の六感化を実現することに多くの人々がIi夜労

力しています（

現在の値、拙技個所甲日月iけ多くの物は、若者を撫柄こした間

品です　しかし．Zii者が人Iiの多くを占めるii加代は終わりつつ

ある今、とのIiiItの人達にもやさしい値鞘投網が必要です　伸

よりも値鞘社会は紺招．i用船者が容易に社会参加できるシス

テム．1Iij減弱者を生みfiはないシステムが求められます

情況社会を実態のある現実の社会とするためには、新しい所

業の（航i同一必要です，それらは値鞘社会に特有のI葦業あるいは

既存の椎葉をli瑞鞘i一念を支えるために必要な所業に変えていく

ための産業ですi

どのような産業が興りまたビジネス変笹が迎嵯するか（こつい

ては本誌trl正1「マルチメディアII碑的）ビジネス変値」に述べ

られているので触れません　ここでは値甑をi全くこ出現すると考

えられる人間と値親を結ぶ機橘「値環磯雄高くこついて述へた小
′i朝寝を紹介して人間一倍用÷ビジネスを考えてみます，iilo）

i題はマルチメディア　インターネット環境でのコンピュータ

用i辺機課の次陣Itでの聞置つけと産業の尿間です　以i、は日経

新聞8月26日付け紙面新産業諭から　語間iIIJLます

「値鞘・通信産業と満雄者の値鞘メディア志向を次の時代へ

http：／／www．SPhere．

ad．jp／f－kenkoh／

「ひるがれ健康」というペ

ージらしく、健原に関す

るアドバイスを分かりや

すく絵を多く使って説明

しています。

易購′ノル（′」売
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噂く巧河i恒とそのエネルギーにして新たな社会、新産業の鮎没

が始まっているっ　この大きな潮流は社会全体のさまざまな分野

におけるイノへ－ションを促しつつある　ハソコン、インター

ネット　イントラネットに対する関心度は究めて高い（値撤化i’i

里）5）エレクトロニクス・ヒットi猷出航（日経エレクトロニ

クスNo．654）では値搬・通（，．機祐こ人気が集中したことから

も、このことは捉付けられます（

このような状況下で当然コンピュータ・システムに不可欠な

品J辺機桃もiI進II夢の進化を続けている　今後予想される柄i辺

機鵬の進化は、従来の周辺機鶴の概念を・変する劇的で魅力的

なものとなるであろう　佃が側rI肋、と言えは、周辺機鵠こそ
「人間のための値鞘機鵬としてコンピュータを人間の0旧こ持っ

てくる主役」であるとの，謝辞が現実のものとなるからである、

IIiJ辺機盤が伝統的な「処Fi壊船の）．id辺（こ配置した機鵠」から脱

却し人i聞こ最もなじみのl事、マルチメディアを人間の移動する

先々で、祐二処理してくれる、i’i立したネットワーク・コンポー

ネントへと進化するっ　それほとりもなおきず、周辺機鶴が「人

間一機般　一体）的〕擁帯値搬メディア機鵠」として「人i冊ことっ

て燐間中）機鵠」の役割を人i眺i一会において本質的に即っている

からである　これは、），id辺機船の進化の究極目標を人間の六感

と遭撫したサイハースへースへのインターフェース機鵬の提供

と考えたとき、技猶と縮神のかかわりに深造な魅力を感じさせ

るものである　進化した周辺機鶴は、人間と用瀬環境をつなく

値環機駕とii手ぶのかふさわしい，利IiI者がコンヒュ一夕に騨膏

する機能とサービスの大部分は、ネットワーク化きれた値横磯

紬こより実現されるてあろう－　当面その実仇に向けてのキーテ

クノロシーはネットワークとマルチメディアである〈以下・部省

略）

値鞘メディアの普及が公共Ili、業筋川、寮I運用、桐人用へと

碗実に広が用間置化に向かいつつある　そ油こともないI置場動

向も大きな広がりを見せつつある　グローハルな値鞘ネットワ
ーク相集への樵実な夢みも遊庚している　このような状況下で

マルチメディア／インターネットの

大きな魅力は、個人と組織、中小企業と大企業、

中央と地方など、あらゆる面で対比される

すべての関係を劇的に変える可能性があります。

情報化社会を退しく生き抜くための実験・体験の場として、
マルチメディアセンターが役立つことを期待します。

十　一世親までの数年を周辺機鵠を値朗機構へ進化させるため

の新たな発脚帥こしていく妨力が必要とされている聞手・部省

略）。

人間は身近な事実や物から物事を発想する場合が多い。われ

われが毎日利用する値融機群、周辺機縦からネットワークへと

想像を膨らませるのかI’I然i∴　人間と対比する人i：所脳である

コンピュータの周辺袈齢的発想を怯擬し、コンピュータとネッ

トワークで実現するサイバースペースと人間の知的インターフ

ェースを揖保するのか未来型I周辺機精一lii凋機特だ二

我が国はすでに胸囲聞搬機鵠iii場、豹虹iJ場で優I鮎こある⊃

メモリーはもちろん、プロセッサーを隙くシステム・デハイス

でも有柵こ振出iできる状況がある（本地載第（誇i‖惨敗）（馳造技

術、ii一一II綱プ汚II、技nIiiIi漸くこ泰阜く対応できる多層柵少量生I榊体

刑も強く、とれを取っても国際［小二見て状況は決して悪くない

ここ（ここそ．グローバルな机：．しに立った決断が一面推な客観的値

甥がある。

アイデアや技術を日本調準からII団招揮（liへ焼開するIii来場の

i蘭脇を揺て、Ii朝II場とI鴫1，している米国、欧州と真っii面か

ら常々と競1，する挟間をする鴫である⊃），id逆鱗鵬は比較的技術

移Il肋溶易な分野だIi、I隊的′I諦拠点としての台瀬が箸しいア

ジア諸国と最初から多角r柄こ避排し，アジア鶴華から世界標準

をii指すのか、我が国の周辺機鵠業界にとってのl：道である

（固持刺巻、郁I陳鮎朗）」

ここで縮介した発想は、多くのことに当てはまるのではない

でしょうが　マルチメディア　インターネットの大きな魅力は、

個人と組織，中小企業と大企業，中火と地方などあらゆる面で

対比されるすへての関係を側的（こ変える可能性があることを示

唆しています、†Ii規社会は了i話・文化あるいはビジネスの面で

あらゆる人々にチャンスは、i篤にあるへさです∩値鞘化社会を

造しく生き抜くための実験・体験の場として会津大帝マルチメ

ディアセンターが県民のお役に立てることを期待します。

福島県内の情報発進基地は、ここだ日
長近何かとにぎわしているインターネット、編き県内でも世界に向けて情報を発達しているところがあります。
＊会津大学マルチメディアセンターのホームページでは、県内の多くのホームページをリンクしています。

喜多方面
鴇施設甜a・

喜多方ラーメンをはじめ、

施設案内、イベント情報
など観光案内を中心とし
たページづくりになって

います。

ネットサーファー十i－il一・i二二二」」．●i‾　＿！

商会津

捕牲器午
南会津地方の7町村の情
報をのせています。かな
りビジュアルなページに

なっています。観光中心
ですが、請報賞はけっこ
うあります。
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サービス総合デジタル網

現在の通信網には、軍摩網、バケット網、デ
ータ網、テレックス網など機々な強震がおりま

す。これらは、サービスの提供条件や積金の方

法が異なるため、個別の網として運用されてい

ます。そのため、複数のサービスをうけるため

には、各々の通信網に加入しなければなりませ

ん。

しかし、ISDN（Integrated Services

DigitalNetw°rk：サービス鯵合ディジタル網）

では、通信を行うユーザ相互間（END－END）

で、ディジタル信号をそのまま送受信すること

ができ、今までは軍歴、データ通信、パケット

通信等、個別のサービス形態だったものが一元

的に利用可能となります。また、ディジタル化

による高品質、高速性、統一きれたインターフ

ェースの提供による鰹活性、強敵銘末の同時利

用が可能などの特徴が怠けられます。

このISDNを、国内で広く提供しているNTT

を例に取り紹介します。

MULTIMEDIAREPORT

END聖二，′／

iNSネットサービスの種類

圃
INSネット64

（第1種鯵含ディジタル通信サービス）

iNSネット1500

（第2義絶含ディジタル遇信サービス）

圃
a　通話モード

遺鱈や概ね3KHz輔蛾のアナログ伝送を行う

ための通話モードであり、苦さ通信や従来の軍

歴網との相互通信も可能。

b　ディジタル通信モード

iNSネットユーザ同士のエンドツーエンドで

64Kbps，384Kbps，1536Kbpsで回線交換方

式により符号、音声その他の青書叉は影像の伝

送を行う。具体的な使用例としては、G4FAX

を使用した、戸籍原本／抄本の支所交付システ

一　電　話「バケットI

F詰通信網11データ
′INSネット、、

etc）iテレックス

圃田圃



ム、ATM／CDコーナーの遠隔監視システム、T

V会議システム等があります。

C　パケット通信モード

Dチャネル（leKbps）叉はBチャネル

（64Kbps）を利用してバケット交換方式により

符号の伝送をおこなう。具体的な使用例として

は、コンビニエンスストアーのP°S（在庫管理

システム）、旅行代理店でのチケット予約、無勢

システム等がぬけられます。

OBチャンネルバケット：8チャンネル（64Kbps）

を使用する。

最大パケット景

128－4096オクテット（ロングバケット）

ODチャンネルIけット：Dチャンネル（16Kbps）

を使用する。

最大バケット震

128．256オクテット（ショートバケット）

回
a　発信者番号通知サービス

契約書回鯨番号を着信者は通知するサービス

で、i NSネット契約者問で利用することがで

きます。（ダイヤルインサービスを利用の場合は

ダイヤルイン番号を通知することも可能）

b　料金情報通知サービス

通信機蕃かこの機能をサポートしている場合、

通話モードやディジタル過信モードでの通信纏

7時に、料金を通知します。

C　サブアドレス通知サービス

I NSネット回録相互間の過信特に、接続さ

れた個々の通信機語への指定着信を可能にしま

す。このサービスを利用すると、軍艦やFAX

等それぞれの鴎末への個別着信ができます。

d　通信申機器移動サービス

通信機器がこの機能をサポートしている場合、

通信中にその通信を一時中断し、同一バス配鍛

上の他のコネクタは移動した後、通信を再開す

ることができます。

e　ユーザー間情報通知サービス

i NSネット回縛相互間の通信時、通信の開

始時等にDチャネルを通じて最大128オクテッ

トの請瓢の送受信ができます。

iNSネット64

園
2B＋D　基本インターフェース［BRiI

＜BasicRateInterface＞

64Kbpsの請綴チャネルrB」×2

16Kbpsの信号チャネルrD」Xl

1本の固持（既股の軍歴回銅）で、64Kbpsの

調練チャネルrB」2本と、16Kbpsの信号チ

ャネルrD11本を同時に使用でき、軍鰭やF

AX．パソコン等最大で8台（同時利用は2台）

までの通信機露を接続することができます。

圃i
iNSネット64は、iSM（D70塾自動交換機に

iNSネットサービス提供機能を付加するモジュ

ール）に搭載されているOCU（局内回組織鶴装

置）と、加入書宅に股直されるDSU（iNSネッ

ト64周回線種練裏面）間が、既存のメタリック

回鍛（2W）で接続される。伝送速度は、2日＋

D（64Kbpsx2＋16Kbps）の144Kbpsの

2倍より速い320Kbpsあり、125msの時間

間隔で信号の伝送方向を切り替える“ピンポン

伝送方式’iを採用しています。また、加入書伝

送路距魅は8．5km以下、直縞ループ抵抗8100

以下という制約もありますが、iSMに直接収容

する事ができない場合は、遠隔収容褒賞（RT）

を設置し収容することができます。

圃
a　高速性

遇幕の電話回線とモデムで撞練する場合、現

在の主流は28．8Kbps（G3規格のFAXは

9．600bps）ですが、それに比接して2倍以上

も高速な重病64Kbpsでの過信が可能となりま

す。又、インターネットのサービスプロバイダ

側の対応はこれからですが、2本のBchを利用し

て128Kbps転送を可能にするバルク過信も一

触化されてきました。このバルク通信での過信

プロトコルとしては、muIti”nkPPP（MP）が標

準になりつつあります。

b　同時利用

l回線が電話2回縁分に相当し、軍歴で麿を

しなからFAXを送信したり、インターネットに

接続したままでの軍箇利用などが可能になりま

す。

C　少ない通信エラー

アナログ過信はその性質上、穐音など外部か

らの影書を受けやすいので、信号にゆがみが生

じやすく、擦りのおったデータを再送する必要

がおります。しかし、ディジタル信号はその性

質上、雑音など外部からの影富を受けにくいた

め、データの再送が少なくてすみ、安定した通

信が可能となります。

圃
a　鴇鯉慰霊rviceUnit）

加入者鯨（2W）でやりとりしている信号を、
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宅内線（4W）上り、下り下り信号に変換する

インターフェース褒賞で、oSiの7晴着参照モデ

ルのレイヤ1での保守機能、モニタリング、タ

イミング聞整、電力庵送、などの役割と、レイ

ヤ2、3でのプロトコル処理などの技能を待つ。

従来はレンタルのみだったが、賃い取りも可能

b　ヲ館灘兜LAdapter）

〃通轄アナログポートとデジタルポートを持ち、

アナログ鶴来（従来の軍歴機、FAX）やパソコン

をINS回鯨へ接続するための装置。

○バルク転送モードを備えていれば、2本のBチ

ャネルをたはねて128Kbpsでの通信も可能に

なります。

〃通話のための富力の供給を、TAが行っている

ため100Vの商用電源が停電時、TAに接続さ

れた鑓末が使用できなくなります。最近は停電

モードを装備したものも出てきました。

ODSU内職型の機種もあります。

園
アナログポートのあるTAを使用して、パソ

コンと電話機（アナログ）を接続した場合の例

です。

I S DN網

D S U

iNSネット1500

圃
INSネット1500はOCU（局内回線終端装

置）と、加入者宅に設置されるl．5M－DSU

〈iNSネッ1500用回線接続装置）間が，光加入

者線伝送方式（光ファイバーケーブル伝送方式）

で接続される。INS64の機能に加えディジタ

ルPBXなどの大東利用や、請報賞の多い画像

通信（テレビ会議システム）などが利用できま

す。

圃
a　23B＋D

l契約者回線につき64Kbit／Sの請報チャネ

ル（Bチャネル）を23本と、64KbItlsの信号

チャネル（Dチャネル）lつが利用できます。

b　24B／D

l契約者回線につき64KbitIsの情報チャネ

ル（Bチヤネ）の　を24本利用できる。信号チャ

ネルは、他の回線のDチャネルを利用します。

圃
a HOチャネルの利用

23B＋Dおよび24B／D利用の両方で、64

Kbit／Sの情報チャネル（Bチャネル）を6本ま

とめて使う384Kbit／Sのディジタル通信モー

ド。

b Hlチャネルの利用

24B／D利用で、64Kbit／Sの情報チャネル

（Bチャネル）を24本まとめて使う1．5Mbit／S

のディジタル通信モード。HO．Hlチャネルは固

定しているものではなく、過信ごとに利用がで

きる。

lSDNテレホーダイ

NTTの提供するI NSサービスは、昨年末

100万回緩　くチャネル換算）を突破しました。

いままでは、企業のデータ通信の利用や、奪用

緑のバックアップ等がほとんどで、パーソナル

ユースではごく一部のユーザーだけだったINS

ネットサービスの利用が、昨年あたりから急速

に普及し本格化してきたインターネット接続へ

の利用が増えてきたためと思われます。数年前

までは高価だったDSUやTAも、最近は高機能

かつ低価格化がすすんだ事も要因の一つでしょ

う。利用時間帯や指定できる電話番号が限定さ

れているものの、定額料金制のI SDNテレホ

ーダイも導入され、ますます利用書も増えてい

くことでしょう。又、現在のN－ISDN

（NarrowBand－ISDN：漢詩域iSDN）から、

ATM方式を使って、150－600Mbpsの確報

伝送も可能なB－lSDN　〈eroadBand－

ISDN：広帯域ISDN）の導入、そして1997年

早々からのサービス開始も予想される、ベスト

エフォート型（廉価型）サービスの、OCN（オ

ープンコンピュータネットワーク）の利用も含

め、コンピュータ通信ネットワークの基本的な

料金は急速に低廉化かつ均一化され、快適なネ

ットワーク原境の利用が可能になることと思わ

れます。
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I N F o R M A

一語、撞
会津天守マルチメディアセンターで

は、・服の方のためのマルチメディア調

出会として、7月にインターネット－，i碑I

会、「マルチメディアと教f石　について

の。，i腕ii会、8月にクルーフウェアー，i碑I会

を開催しました．

インターネット調営舎ではホームへ－

シの作り方（HTNtl．）（こついての講習

を行い、一描満会では幽Id中辛校の渡部先

生を．，i胸11に招き「インターネットを被っ

た敦です実践」と出して一騎iiiいただきまし

た（またグループウェア調習合で
「iillel・l（買i」という友．i描i胡ソフトを使

って、ネットワークによる文，ii作成箱現

について品幸ILました目　的にインターネ

ット，，臨常会（こついては、　一般の方々の闇

心が高まっていることもあり、36名の

募集に対して200名を越える応募があ

りました、

このため、多くの方々Iこインターネッ

トについての知識を深めてもらえるよ

う、当初の調習会に応暮しても受誰でき

なかった方々を対象に同じIl昭子でiO同

相追加調営舎として実施しました、，

今後も参加者へのアンケート等を参考

（こしながらマルチメディアに関する諏習

会を実施したいと孝えております

公il大字マルチメディアセンターの船

遊は、別．〟己の相川葉肉のとおり，蹄こても

こ利用いただけますので、インターネッ

トの体験（短崎i間の場合は無料）や

riTM工の実習、JAVA体験などを布型

される場合も・般利用とiI－iじ使用料（1

人につきlii2．000日）で使用できます。

また、lO名程度まとまっていただけ

れはセンター職11がu臨時を族めることも

可能です（，（舶来はLINIXi2台です⊃）

つまりインターネット調習合を胴別に行

うこともI謝絶になるのです．

一騎的）Il諸手は相談のうえ決めることも

できますので、ホームページの作り方、

ナビゲーターの操作方法など、どうぞお

気一席にこ相談下さい、

また、当センターの機縦，．期IIで可能で

あれは、その他のものでもこ相－，鮎こお応

えしますっ

なお．．1細はセンターに直接お問い合わ

せトさい「

蛮iリし辛マルチメディアセンターに

は、宿業等にこfi川Jいただける研究開発

寮が4寮あります∪　現在3葦がマルチメ

ディア研究のために利用されています

が、残りl寮について現在暮集中です＿

この研究開発軍利用者は、マルチメデ

ィアセンターの機鵠（高速グラフィック

コンピュータONYXを隙く）をI’同日こ

お使いいただけます、マルチメディア閃

通の研究を肴型される方には最適の環境

といえるものです、I勅1碑iは、1人1年

間412．000iIIです。

T i o N

なお、詳細を知りたい方、入寮を布摸

される力はIri接当センターにお問い合わ

せ下さいつ

マルチメディアセンターでは、　▲舷の

方々にマルチメディア機特を開放してい

ます（

高価なマルチメディア機鵬を硬いやす

い金紙で利用できます。

ネットワーク関係、音楽関係、cc関

係等さまざまな機鶴がそろっていますの

で、ぜひ・度ご利Iii下きい．

梗川料等は自記のとおりです。なお、

詳細はI硝髪センターにお問い合わせドさ

い「、

研究開発室

中i司

使用時間　9：00－17：00

休郎II l：刑i・ll耀・祝祭i上年末

年始
＊研究開発葦利用者は24

時間‡聞出iJ櫨ですっ

施設使用碑

○研究閥発寮

I人1年間　　　　…‥412．000IIi

〃研究開発需以外の施．詑

1人1月・・　　　‥…‥40，00OiiJ

1人Iii　　　　　……‥2，0001，J

l大半I上　　　　　　…1．000日

機細野ii約

〇高速グラフィックコンビュ一夕（ONYX）

1時間　　　　　　　…‥7．000iii

問い合せ先

財団′芸人　福島県工業技術振興財団　会津若松支所
〒965　福島県会津若松市一葵町鶴買手上居合90　（会津大学マルチメディアセンター内）

TEL O242－37－2776／2777　FAX O242－37－2778
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e舘大学学園祭でマルチガイアセンタ一蹴 
マルチメディアセンターでは、11月に行もれる会津大学学田寮に併せて、関係企業の歯質を持ながら最噺のマルチメデイ 

ア関連技衛や機雷の教示コーナーを般け、地域の方々にこれからのマルチメディアの世界を体験していただこうと考えて 

おりますので、ぜひご来場くだきるようご案内いたします。 

日時：平成8年11月2日t0－3日旧IAM10：00－PM4：00 

佐貫企業：IBM福宣告東新・NEC福島支店・富士通会津支店・NTT会津若松支店 

4ヽ謎艦鴻鵠撃能書
てこ　TV会誠を実地

○去る9月4日に、全国6ヶ所のマルチメディアセンター

（以下、MMC）担当者が一同に介する　rMMC担当者全

回連絡会韻」が富山県マルチメディア僧籍センター（以下、

MMIC）内で行われました。今回は、書山県MMiC、

静岡県MMIC、会津大学MMCの3ヶ所を結んだTV会

議のデモンストレーションを行いました。

○これら3つのMMセンターは、NTTの　TMM共同利用

実験」に参加しており、この実験網を使って行いました。

実験網は、ATM（Asynchr°n°uSTransfel’Mode　非

同期転送モード）接続で、最大156Mbpsの超高速通信

の能力があります。各MMセンターは、それぞれ6Mbp

s、6Mbps、155Mbpsの実験回線で参加していま

す。3つのMMセンターを結んだこの超高速通信ネットワ
ークをもとに、市販アプリケーションソフトである　HSh

°WMe．、uinteriearr　を使って、TV電話のようにお

互いの顔を見なから庭をし、ホワイトボード（共有）を使

った共同作業、さらにアクティブドキュメントツールであ

る”interIearr　で作成した各MMセンターのパンフレッ

ト（ドキュメント）を紹介し合いました。“interiearf

は、同一文書を共同作業で修重したり編集したりすること

ができますが、当日は時間の都合などで行いませんでした。

墨霊宝己を≡王　　　墨王監！雲墨

書今回は3ヶ所たけを結んでのデモンストレーションでし

たが、将来的には全国6カ所のMMセンターを結んでのネ

ットワーク会議や、ドキュメント共同構築作業なども行え

たらと考えています。また、今後このような高速な通信ネ

ットワークが一般化してくれは、一般の企業においても通

信ネットワークとコンピュータにより形成される仮想空間

での、コンピュータによる協同作業支援（CSCW

Computer Supported CoiiaboratiVe Work）はさらに

身近なものになって行くことでしょう。

e舘梯博物納’96に参加。
インターネットにビックリ！！
TV会議システムも体験。

○国立磐梯青年の剥こおいて9月6日（金）－8日（日）にかけ

まして、地域の教育、文化の向上及び生徒の理科触れ防止

を目的として「磐梯博貴会’96」が開催されました。

○この博覧会に会津大学マルチメディアセンターはNTT

会津若松支店の協力を得て、インターネット体験とテレビ

会議システム体験を実施しました。訪れた子供達は、イン

ターネットでサービスされているゲームを楽しんだり、親

子でテレビ電話を楽しんだりしていました。最近の子供達

は、けっこうコンピュータに慣れているようで、特にこわ

かることなくインターネット等を楽しんでいたようです。

○この状況をデジタルカメラで機影して、それをすくにマ

ルチメディアセンターのホームページにのせて見せたりも

しました。下の写真はその時のものです。子供通も自分の

写真がすぐに

ホームページ

に出ることに

かなり驚いて

いたようで

す。

〃インターネットの　rWW’W

（ホームへ－ジ閲覧）」が津目

されるようになって散華が過

ぎました＿　この「llrWW」は

II々造化しています．1時胴

と今ではまったく迎う鐙じか

します　般鞘的には動職、揺

声など多くのメディア†神韻を

扱うことが的場になってきて

います。また、ホームへ－ジ

の敬も急激に坤）えています，

○このような状況の中で、金Iqの人に見てもらえるへ－ジ

を作ることは非常に類しいことです。しかし、調人が作成

し、鮪に簾しい枝胸を使っていないへ－ジが全国的に人気

になっていることも多くみられます。人気のあるページと

Iお「舶しつけの個撤」ではなく、見る人にとって「魅力

的な個練」（こなっているということなのでしょう

O rマルチメディア」とは、般絹的な部分に注目されがち

ですが、実はその倣っていろ仙軸が魅力的かどうかがもっ

とも爪咳なのだと思います。みなさまも「魅力的な個肌

とは何かをもう・肱鴨えでみてはいかがでしょうか《

（Shin⑩mme－alzu．tIrer．rukushimaJII）
章写真は会．宣揚の板の岨勅的／虐代連行行列
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